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研究要旨 

単純Ｘ線側面像であたかも連続しているように見える骨化巣に、３Ｄ-ＣＴによる立体像と

しては途切れている部分（gap）が認められることがある。今回は単純Ｘ線側面像で見える

連続型の骨化形態に 3Ｄ-ＣＴ上 gap がある症例がどの程度の割合で認められるか、また３

Ｄ-ＣＴで見られる骨化巣の gap が、ＭＲＩ上の脊髄の器質的変化（脊髄内Ｔ２高輝度変化）

といかに関連しているかを検討することを目的として研究を行った。OPLL 患者のうち頚椎

単純Ｘ線側面像で少なくとも 1椎間に連続するOPLL骨化巣を認める症例 102例（男 75例、

女 27 例、平均年齢 69.5 歳）を対象とした。３D 画像で OPLL の骨化巣に gap が認められる

症例（gap +群）と認められない症例（gap -群）の 2 群に分け、MRI T2 強調矢状断像を用い

て脊髄内のＴ２高輝度の有無を検討し、gap、OPLL 骨化厚および脊柱管前後径との関連を

調べた。その結果、頚椎単純 X 線側面像であたかも連続型に見える骨化巣の約半数に３D-CT

で gap が認められ、gap があると高頻度に脊髄内Ｔ２高輝度をきたしていることが分かった。

また MRI T2 高輝度を呈する脊髄病変は、OPLL の gap を認める群では、gap を認めない群

に比較して、軽度の OPLL 厚による脊柱管狭窄によって起こりうることが分かった。 

 

 

 

Ａ．研究目的 

頚椎後縦靭帯症（OPLL）における脊髄症は

OPLL による脊柱管狭窄と椎間可動性によ

って生じるとされている。OPLL の骨化巣

は頚椎単純Ｘ線側面像やＣＴで評価される

が、単純Ｘ線側面像であたかも連続してい

るように見える骨化巣が、３Ｄ-ＣＴによる

立体像としては途切れている部分（gap）が

ありうることが知られている。今回我々は

単純Ｘ線側面像で見える連続型の骨化形態

に 3Ｄ-ＣＴ上 gap がある症例がどの程度の

割合で認められるか、また３Ｄ-ＣＴで見ら

れる骨化巣の gap が、ＭＲＩ上の脊髄の器

質的変化（脊髄内Ｔ２高輝度変化）といか

に関連しているかを検討することを目的と

して研究を行った。 

 

Ｂ．研究方法 

OPLL 患者のうち頚椎単純Ｘ線側面像で少

なくとも 1 椎間に連続する OPLL 骨化巣を

認める症例 102 例（男 75 例、女 27 例、平

均年齢 69.5 歳）を対象とした。0.75mm ス

ライスの頚椎 CT を撮像し、骨化巣の立体

像である３D 画像を構築した。そこで３D

画像で OPLL の骨化巣に gap が認められる

症例（gap +群）と認められない症例（gap -

群）の 2 群に分けた。さらに MRI T2 強調矢
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状断像を用いて脊髄内のＴ２高輝度の有無

を検討し、gap、OPLL 骨化厚および脊柱管

前後径との関連を調べた。 

（倫理面への配慮も記入） 

本研究は富山大学の倫理委員会の承認を取

って行っており、患者には十分な説明の上

研究の同意を得た。 

  

Ｃ．研究結果 

１．102 例のうち３D-CT を撮像し立体像を

構築することによって骨化巣の gap が認め

られた症例は 50 例（49.0%）であった（gap+

群）。このうち 36 例（72.0％）に gap と同じ

レベルで脊髄内Ｔ２高輝度領域（T2 high）

を認めた。一方 gap-群では 23 例（42.6％）

に最大骨化厚を有するレベルで T2 high を

認めた。このことから gap があると高頻度

に T2 high をきたしている可能性があるこ

とが分かった。 

2. gap+群において T2 high を認める群（T2 

high+群）と認めない群（T2 high-群）で OPLL

の厚さおよび有効脊柱管前後径を比較した。

その結果、T2 high+群で OPLL の厚さが有意

に高度であった。また T2 high+群で有効脊

柱管前後径は狭小化していた。このことか

ら脊髄の T2 high intensity を呈する器質的変

化は、OPLL の肥厚による脊柱管前後径の

狭小化によって起こっていると考えられた。 

3. gap-群においても同様な検討を行い、

OPLL の厚さと脊柱管前後径を計測した。

そこで T2 high+の脊髄レベルで gap+群と

gap-群で OPLL の厚さを比較したところ、

gap+群の OPLL の厚さは gap-群に比較し有

意に薄かった。また脊柱管前後径は gap+群

で有意に広かった。このことから脊髄の器

質的変化は、gap+群では gap-群に比較して

軽度の OPLL 厚と脊柱管の狭小化よって起

こっていると推察された。 

 

Ｄ．考察、 

以上の結果は、 

１． ３D-CT により OPLL の骨化巣におけ

る gap の有無を評価することができ、

頚椎単純 X 線側面像であたかも連続型

に見える骨化巣の約半数に gap が認め

られたこと 

２． OPLL の gap を認める群では、gap を認

めない群に比較して、軽度の OPLL 厚

による脊柱管狭窄によって、脊髄病変

が起こりうる可能性があること 

を示していると考えられた。従って、３D-

CTでOPLLの立体像を構築することによっ

て、骨化巣内にgapがあるか否かを評価する

ことは、脊髄内の器質的変化の要因を探る

上で重要な知見であると考えられた。 

 

Ｅ．結論 

３D-CTによりOPLLの骨化巣内にgapがある

か、否かを評価することは、脊髄内の器質

的変化の要因を探る上で重要な知見となり

うる。 
 
 
Ｆ．健康危険情報 
  総括研究報告書にまとめて記載 
特記すべきことなし。 
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